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要旨 
中国の浮上は北朝鮮核問題を含むグローバル・ガバナンスにおける中国の役割に関する
中国内の論争を転換させている．1950 年朝鮮戦争に対する関与以来，中国は長期的な観点
から朝鮮半島の戦略的重要性を考慮した．1970 年代後半から中国の改革開放にともなう中
国の北東アジアにおける漸進的な影響力増大が注目された．1989 年天安門事件と 1991 年
旧ソ連崩壊の余波で，1992 年 10 月中国は北東アジアにおける米国の戦略的資産である韓
国と外交関係を作った．冷戦の終結以来，中国の朝鮮半島政策は質的な変化が起きる． 
ポスト冷戦期中国の朝鮮半島政策は，中国外交政策の内容だけでなく，さまざまな中国
内部の声からも識別することができる．インターネットを包括する通信の急速な発展によ
って，国際関係と内政問題についての中国民衆の感情と認識を形成する或いは誘導する重
要な公共領域として「中国ネット民族主義」(Online Chinese Nationalism)が出現している．
中国ネット民族主義とは，中国にインターネットが本格的に導入され始めた 1990 年代初め
以来，中国のインターネット空間で発展している自発的な公論場として定義される．それ
は近代中国の伝統的な民族主義的情緒と無関係ではないが，中国共産党の公式的な愛国主
義とも，また中国の伝統的な民族主義的情緒とも異なっている．インターネット・メディ
ア，オンライン・フォーラム，ブログなどのインターネット通信技術をできるだけ活用し
て，中国ネット民族主義者は中国の民族主義感情を世界的に鼓吹させようと努力する．同
時に，中国に係わる国際問題に関心を持ち，周辺国家から尊敬される強大国としての中国
を維持しようとする傾向も見せる．  
このような問題意識に基づいて，本研究は朝鮮半島に対する中国のインターネットでの
論議を検討して，朝鮮半島における中国ネット民族主義の台頭とその変容を次のような課
題を中心に論考する．まず，中国ネット民族主義の韓国と北朝鮮に対する基本的な観点は
何か．そして，中国ネット民族主義の韓国と北朝鮮に対する認識の形成と談論が果して中
国の外交政策決定過程或いは主要言論媒体に影響を及ぼすか．最後に，韓国と北朝鮮に対
する中国ネット民族主義感情と世論を形成させる核心的動因は何か．朝鮮半島に対する中
国ネット民族主義の論議を総体的に検討することは，中国の北東アジア地域政策の行方を
理解する上で有用であるだけでなく，中国の浮上にともなうその国際的影響力拡大につい
ての中国内部の評価をもって中国外交政策の発展方向を予測することができる． 
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はじめに 
2008 年の国際金融危機の中でも着実に進
展している中国の経済発展とそれに伴う国際
的影響力の拡大は，北朝鮮の核問題を含むグ
ローバル・ガバナンスの行方にも大きな影響
を与える要素として注目されており，日本を
抜いて初めてアジア最大の貿易大国に浮上し
ながら,中国内部でもこれについての激しい
論争が続いている． 
歴史的に，中国と朝鮮半島の関係は 「脣亡
歯寒」と表現されるほど緊密であった．アヘ
ン戦争以来，孫文によって中華民国が宣布さ
れた後，朝鮮半島は中国の国共内戦の深化と
ともに「二重分裂」するようになった2．つま
り，孫文の遺志を継承した蒋介石が率いる中
国国民党と韓国の民族指導者金九が指導する
大韓民国臨時政府，そして毛沢東がリードす
る中国共産党と金日成が率いる抗日勢力が両
岸の対抗と共に朝鮮半島の分断を定着させ，
冷戦を迎えるようになった． 
このような歴史的な関係の中で，朝鮮半島
は中国の国家利益において重要な領域である
だけでなく，特に国共内戦と両岸分裂の「対
内政治闘争の場」としても機能してきたとい
う点に注目する必要がある． 
 
Ⅰ．中国民族主義とインターネット 
 
中国の民族主義の攻撃的な性向は，西勢東
占と呼ばれる時代的背景と西欧の影響の中で
歪曲されたまま輸入したり，影響を受けたり
したもので，国内政治と国際関係の中で選択
された国家的決断の形成物である3．ドイツの
歴史学者ランケは世界での国家地位は,その
国家が達成した独立の程度によって決定され
るため，国家すべての内部資源を組織化する
国家主義論を表明した4．これによると，外交
政策の優先順位は対内的には権威主義体制を
維持し，対外膨張の外交政策を展開すること
を支持することになる．その代表的なタイプ
はスナイダーが説明している「帝国の神話」
によく現われている5． 
これに対し，ドイツの政治学者ヒンチェは
政治と軍事の密接な関係を外部からの圧力に
対する自然な帰結と主張する6．これは，対内
的な要因よりも国際安保環境に応じたもので,
国家構造と外交政策の決定要因として国際シ
ステムの重要性を強調する．そのため，国家
の対外行動は国際環境の優先順位に基づいて
その国家が保有する情報が社会的なニーズと
連動して作り上げた結果で，外部的に反応す
るようになる7．国家は国内政治のさまざまな
行為主体が保有する目的によって説明するこ
とができる外交政策という選択を持つように
なる． 
冷戦終結に伴う国際体制の構造的変化は中
国に内外政策と国家大戦略を新たに再検討さ
せた．中国は米国の対中包囲作戦を防ぐため，
外交的に周辺諸国との関係正常化に拍車をか
けた．一方，経済成長による国力の向上に応
じて，大国意識が強くなった中国国民は新し
い中華思想に鼓舞された．日本を含む西欧勢
力の中国への嫉妬と反対に強硬に対抗してい
る中国共産党の政策的な努力への支持を表明
している．これは，特に中国のインターネッ
トの談話を通じた最近の反日感情や朝鮮半島
に関する議論で表出している8． 
中国民族主義が北東アジアに及ぼす地政学
的な影響についての包括的な研究はあるもの
の，中国内部の視点から中国民族主義の発展
過程を観察した研究は十分でない．また，中
国外交に関する研究は，主に中国外交の構造
的要因を解析することに主眼を置いており，
中国外交政策決定の対内的基礎に関する研究
は依然不足している．したがって，中国外交
の構造的な範囲と国内的レベルを同時に考慮
するアプローチが必要であり，中国ネット民
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族主義に関する研究を通じて，中国外交政策
と中国民族主義の連動関係をバランスよく理
解することができる．特に，朝鮮半島におけ
る中国ネット民族主義についての総体的な検
討は中国の地域政策の行方を展望することが
できる重要なテキストを提供してくれるだけ
でなく，中国の浮上と中国の内部のこれに対
する評価を検討することで，中国外交政策の
全面的な発展の様相を予測する上でも有用で
ある． 
 
Ⅱ．中国ネット民族主義の台頭とその含意 
 
中国最初の電子メールは，1987年9月に中
国北京からドイツに到着し，これと共に，中
国のインターネット時代が開かれるようにな
った．中国インターネット情報センターの最
近の報告書によると，2010年6月末までの中
国のインターネット人口は 4.2 億人で，イン
ターネットの普及率は 31％に上昇し，携帯電
話を経由するインターネット人口も 2.7 億人
に急速に増えたことが分かった． 
 
[図-1] 中国ネットユーザーの増加推移（百万人） 
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資料: 中国インターネット情報センター 
 
中国は言論の自由が厳しく統制されている
国家である．にもかかわらず，今日の中国は
党と政府がすべてを掌握する完全に制御され
た社会ではなく，中国の内部にはその範囲と
規模が増大している私的な領域がはっきり存
在している9． 
グローバル化と情報化の時代に，インター
ネットは世論に最も重要な影響を与える要因
として出現して，中国内部のニュースや情報
への通信を増加させているだけでなく，世界
中の中華圏に新たな事実を提供して送信する
窓口の機能を果たしている10． 
一般的に，インターネットはその空間性と
方向性において，次のような特性を持ってい
る．すなわち，インターネットは,「十分な動
機を持っている一応の人々によって，無限に
構成されることができる柔軟な通信ネットワ
ークを提供する．これらのグループによって
構成されたものが持つ意味と重要性は，構成
されたインターネット空間に付与される形態
とその内部で形成された関係によって決定さ
れる」11． 
このようなインターネット空間の意味につ
いて，中国のある研究者も，「インターネッ
トは言論の自由が不在の状況で，世論を表現
するプライベートな空間として出現した」と
明言した12．インターネットの出現はニュー
スや時事問題について，一般人がアクセスす
るときに中間解析をする記者集団を必要とし
なくなったことを意味する．それは，中国共
産党の説明と再解釈に関係なく，中国の人々
がニュースを共有し，意味ある公論場を形成
することができるようになったことを意味す
る13． 
換言すると，これはインターネットを媒介
して中国大衆が，国内及び国際ニュースを取
捨選択することができるようになり，これに
ついて自由に意見交換を行うことができると
いうことを意味する．特に，インターネット
を通じてニュースを検索し，これに関する意
見交換は中国のインターネットユーザーが最
も多く実行することで，その中で 35 歳以下
の若者がこのようなニュースを検索し討論を
するユーザーの 4/5 を占めるという14． 
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中国の若者層を中心に国内外のニュース或
いは重要な問題についての認識コミュニティ
がインターネットを媒介して形成され，中国
のネットナショナリズムを形成することがで
きる土台を作り上げる．中国とインターネッ
トそして民族主義の関係を論議するときに重
要なことは，インターネットが情報を習得し
て共有することにとどまらず，インターネッ
トを通じて一定の参加活動も誘導する政治社
会的な側面である15．インターネットは人々
を結集させ，一定の行動を促したり，誘発す
る誘因を持っている．それなら，朝鮮半島に
於ける中国のネット民族主義の議論はどのよ
うに形成され，発展しているか． 
 
Ⅲ．朝鮮半島から見る中国ネット民族主義 
 
伝統的に中国と朝鮮半島の関係は脣亡齒寒
と言う緊密かつ戦略的な関係だった．歴史的
に見ると，朝鮮半島の政治的な流れは中国の
直接的な影響を受けており，日本によって朝
鮮半島が占領された 1910 年から 1945 年を除
くと，中国の朝鮮半島への影響力は冷戦期の
ように全体的に限定的な時期はあったとして
も，持続的な影響を及ぼしたと言える．特に，
1950 年に起きた朝鮮戦争に中国が介入する
ことで，朝鮮半島の分断が定着化し，最終的
に北朝鮮と韓国という両国が朝鮮半島に中国
の隣国として形成された．何よりも重要なこ
とは，現在の中国も両岸関係と呼ばれる??
の現実に直面しているということで，朝鮮半
島の分断と北朝鮮と韓国への視点と認識を容
易に歪曲させることができる誘因を持ってい
る． 
北東アジアの歴史を回顧して見れば，朝鮮
半島は，中国と日本，日本と米国，ソ連と米
国，そして中国と米国という強大国間の熾烈
な勢力競争の場として機能してきた．一方，
大多数の中国人にとって朝鮮半島は，中国が
近代に経験した長い屈辱の歴史を中国共産党
によって再建された新中国が，朝鮮戦争へ介
入して米国を中心とした西欧勢力との戦争に
勝利し，民族的自尊心を回復した大切な場所
だと思われている16．そのため，朝鮮半島は
中国人にとって中国人の血と汗で守った地域
として認識されている． 
冷戦期中国の朝鮮半島政策は米国の包囲作
戦を突破しながら，ソ連の北朝鮮に対する影
響力の向上を防止するために，北朝鮮に対し
て前向きな政策をとった．しかし，冷戦体制
の終結の中で，中国は北朝鮮の丁寧なお願い
にもかかわらず，1992 年 10 月韓国と外交関
係を樹立することで，一つの朝鮮方針から二
つの朝鮮或いは一朝一韓の方針に政策を変更
して，政治的には北朝鮮を支持しながら，経
済的には韓国との関係を緊密にする実利主義
的なアプローチをとった．中国政府の観点か
ら見ると，北朝鮮はパキスタンやミャンマー
と共に，中国の多極化戦略に対する利益認識
を共有する重要な友好国として分類されてい
る反面，韓国への評価はかなり留保がついた
ものとなっていることが判る17． 
2000 年代に入って深刻化している北朝鮮
の核問題，世界文化財遺産の登録を巡って触
発された中国と韓国の感情的な争い，そして
高句麗史の解釈をめぐる中国と韓国及び北朝
鮮の感情上の縺れは，中国が北朝鮮に対する
政治的な考慮と韓国の経済的な政策を並行し
て推進するとしても，漢族と韓族間の感情的
な対立を十分に包容する方向に進むことがで
きないことを示している． 
これは，中国の有力新聞である『国際先駆
導報』が明らかにした中国ネチズンの周辺国
に対する選好度調査結果でも明白に表示され
た18．約 12,000 人の中国ネチズンたちは最も
嫌いな国一位に韓国(40．1％)を選択して，二
位日本(30.2％)，三位インドネシア(18.8％)に
比べて非常に高い嫌悪感を表明した．一方，
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中国のネチズンたちは最も友好的な国として
一位パキスタン(28％)を選定し，これに続き
二位ロシア(15.1％)，三位日本(13.2％)を選択
した．一般的に，中国の反日感情は非常に強
いと見なされてきたが，なぜ，中国のネチズ
ンは日本より韓国を嫌い，社会主義同盟国と
いわれる北朝鮮に対しても好感を積極的に表
現しないのか． 
これに対して，中国のネチズンも次のよう
な反論を表現している．「私は今回の調査結
果を通じて私の予想を超えた二つの事実を理
解することができた．ひとつは，サイバー空
間の多くの人々が予想外に日本が好きだとい
うことだ．もうひとつは，韓国が好きな中国
人が本当にいないように見られるということ
だ．私はそれでもまだ中国のインターネット
空間には，韓流に象徴される韓国文化が好き
な中国人たちが存在していると信じてい
る」19．中国ネチズンの韓国に対する嫌悪感
は次のように表明される．「中国人の目には，
韓国は過去数年間，比較的尊敬を受けていた
国家であったが，いまは突如不快な国に変わ
ってしまった」20． 
一方，北朝鮮に対する中国ネチズンの批判
的な評価は次のように表れている．「北朝鮮
は，われわれの言葉に従っていない幼弟で，
中国の貢献に対して感謝の言葉を表現してい
ない恩知らずな存在である．北朝鮮の挑発的
な行為により中国の国家統一だけでなく，中
国の浮上という巨大な計画に水をさされるの
だから，北朝鮮に対して強力な制御を緩くし
てはならない」21． 
上記のように，中国ネチズンの韓国と北朝
鮮に対する感情的な嫌悪感は，2007 年以来
朝鮮半島における一種のネット民族主義とし
て継続的に強化されてきている．特に，中国
ネチズンの韓国に対する嫌悪感と抵抗感は，
第一に，中華文明の核心的な価値への韓国の
挑発，第二に，戦後世代の中国の若者たちの
韓国と北朝鮮に関する歴史認識がはっきりし
ていないこと，第三に，韓国の経済成長に賞
賛をしながらもこれに対する中国の貢献とい
う相反する認識の衝突，第四に，中国が韓国
との経済関係において長期的な貿易収支赤字
を抱え続けているという問題，最後に，中国
と韓国の人的交流が増えているにもかかわら
ず，相互間の信頼が幅広く形成されていない
ことなどが挙げられる．また，ある中国のネ
チズンは「韓国は私達の友達だと思っている．
われわれは歴史問題を含む日本問題に対して
共同で対処してきている．中国とアメリカの
関係が悪化すれば，韓国によってその関係が
回復されることもできる．比較的な観点から
見ると，韓国は中国に欠点より利点が多い国
家と思う」という前向きな立場も少数だが存
在している22．中国ネチズンの韓国に対する
視点は，中国を認めていない無礼な国家であ
るという観点と，儒教を含めた中国の過去文
化を正しく保存している歴史的な鏡としての
重層的なイメージが共存している． 
中国ネチズンの北朝鮮に関する観点では、
北朝鮮はあまり良い相手ではないが，中国に
対して致命的な敵対国だと考えていない．こ
のような観点を代表する視角は，朝鮮戦争で
数多くの中国人が北朝鮮のために犠牲となっ
たにもかかわらず，北朝鮮は核とミサイルで
中国を脅威にさらし，周辺国の間に不安定を
もたらしていると非難している．また，ある
中国ネチズンは，北朝鮮が中国の友好国家で
あるという主張に反論をしながら,「北朝鮮が
実際に中国に友好的なことがあったのか．私
は絶対にそう思っていない．北朝鮮は最近に
なっても中国を怒らせるだけだ」と主張した
23．しかし，中国ネチズンの北朝鮮への普遍
的な観点は経済的に非常に劣悪な状況に置か
れているので立派な国家ではないが，軍事的
な同盟国として中国にとって重要な隣国と認
識している．一方，北朝鮮の自力更生を基盤
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とした社会主義路線の堅持は，一部の中国ネ
チズン間で毛沢東主義に対する郷愁と尊敬を
呼び起こす一つの鏡として機能しているとい
う点を見落としてはならない． 
主に中国東北地方に中国の少数民族として
居住している約 200 万人の朝鮮族に対する中
国ネチズンの評価は，まず，中国人という大
きな命題の下で，朝鮮族といっても中国人と
見て積極的に助けなければならないという見
方がある24．その一方，中国で韓国人が経営
する工場で，朝鮮族は漢族をはじめとする他
の中国人と比べて良い待遇を受けるという点
を挙げ，敵対感と異質感を表現していること
もあるが，これは中国の朝鮮族が韓国人や北
朝鮮人と連携して，中国を見下したり脅すこ
ともできるという潜在意識が表れたものと見
ることができる25． 
中国朝鮮族ネチズンは，ほとんど朝鮮族で
ある自分のアイデンティティについて直接的
な言及を避けている．しかし，韓国にある朝
鮮族のウェブサイト上の，中国朝鮮族による
次のような意見は示唆するところが非常に大
きい．「以前には漢族が朝鮮族を非常に好ん
だが，今は状況が変化している．私たち朝鮮
族もこのような状況に対してある程度責任が
ある．なぜなら，私たちの一部は，私たち朝
鮮族は漢民族よりも優れていると考えている
からだ」26． 
朝鮮半島に対する中国インターネット上の
議論を検討してみると，一部の中国ネチズン
は韓国に対して無礼な国家として，北朝鮮に
関してはならずもの国家として描写しながら
も，中国の伝統文化がよく保存されている韓
国への憧れと毛沢東時代の中国社会主義の精
神が保存されている北朝鮮への郷愁が交差し
ていることを確認することができる．これら
の重層的な朝鮮半島に対する中国ネット民族
主義の展開は，朝鮮半島における中国の多様
な役割によっても再確認できる． 
つまり，中国は北朝鮮の政治的支援者であ
り，韓国の経済的パートナーであり，韓国と
北朝鮮が互いに対立している場合は仲裁者の
役割が期待され，北朝鮮の核問題解決のため
の 6 ヶ国協議ではホスト役であり，北朝鮮の 
改革開放を導く師範であり，反日戦略同盟の
メンバーであることはもちろん，米国主導の
北東アジア秩序を改革しようとする国家でも
ある27．朝鮮半島をめぐるこのような複雑な
中国の認識と役割に加えて，両岸関係のジレ
ンマが朝鮮半島に反映されると，さらに歪曲
されて急進的な面をもたらすことになる． 
ある意味で，中国の浮上とともに中国の朝
鮮半島に対する認識は，相対的に集中力が分
散されているといえる．中国政府は，調和の
とれた世界と平和的な発展を核心的な国家政
策として推進している．にもかかわらず，中
国内部からも認知されている国力の浮上によ
り，周辺部に対する極端な自国中心主義が触
発されている28．これは，特に朝鮮半島にお
ける中国ネット民族主義の場合によく見られ
る． 
 
Ⅳ．中国ネット民族主義の政治心理学 
 
では，中国ネット民族主義の韓国と北朝鮮
に対する認識の形成と談論が果して中国の外
交政策決定過程或いは主要言論媒体に影響を
及ぼすだろうか．インターネットを通じて見
られる中国ネット民族主義の朝鮮半島への攻
撃的なアプローチと抵抗的な感情は，中国の
外交政策決定過程にある程度影響力を及ぼす
ものと想定されるが，中国の対外行動を大き
く変化させるのには明らかな限界がある．な
ぜなら，中国ネット民族主義の根幹となるイ
ンターネット空間での活動は，「インターネ
ットコミュニティの不均衡な参加状況，オン
ライン意見の極端な傾斜，そして中国政府当
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局の厳しい統制が，インターネット空間の公
的領域への発展を制限しているからだ」29． 
例えば，高句麗史に関する中国と韓国の感
情的な対立は，特にインターネット空間を通
じて攻撃的な傾向を見せたが，中国政府は事
態の悪化を防止するために，中国の主要ウェ
ブサイトに掲載された高句麗に関するものを
2007 年 2 月に一方的に閉鎖させた30．にもか
かわらず，インターネット空間に強烈な民族
主義的感情が存在することは事実で，中国政
府は国力の強化にともなう周辺諸国の中国に
対する懸念を十分に認識しており，融和的な
外交的ジェスチャーを使って影響力を確保す
るために外交的な努力をしている31．  
中国ネット民族主義の中国の外交政策決定
過程における役割を論じる前に，何よりもま
ず，中国，日本，そして韓国と北朝鮮がすべ
て正常な状態の国家でないということを認識
する必要がある．特に，韓国と北朝鮮は分断
国家として，いまだ統一国家を朝鮮半島に樹
立しておらず，韓国と北朝鮮の分断はマクロ
的な次元で，中国と日本の協力を防ぐ「二重
の障壁」として機能している．中国も地球上
のすべての国家から認定を受ける正常な状態
になるには多くの時間が必要なのが実情であ
ると中国のある研究者は言っている32． 
このような文脈で，インターネット上で形
成された世論が国内政治の決定要因として，
中国の外交政策に一定の影響を与えるといえ
るが，合理的な国家利益の最大化を持続的に
追求する中国の対外行動を決定する要因とし
て機能することには限界がある．しかし，こ
れは中国ネット民族主義が重要でないことを
意味するものではない．なによりも，中国に
おいて国内問題，特に政治的安定は国家安保
の最優先議題であるからだ． 
中国は短期的に，中国内のインターネット
ユーザーとサービス提供者への自己検閲を向
上させて，海外の反政府要人らの影響を遮断
するのに成功を収めるだろうが，長期的に見
ると，インターネットをはじめとする情報通
信革命は中国社会の多様性と民主化を求める
革命の基地となるものであり，インターネッ
トユーザーの規模が増加し，経済的な発展が
遅れる場合は，特にそのようになる可能性が
高い33．したがって，インターネットは中国
の外交政策を含む国家政策の収束過程におい
て重要な要因として機能する．そして，朝鮮
半島における中国ネット民族主義の台頭とそ
の変容は中国の内外政策を検討して眺望する
のに有用である．つまり，中国政府が主張す
る平和的な発展，調和のとれた世界，そして
持続的な成長は，政治的な改革を含む多様性
への包容なく進展することができず，これは
中国政府のインターネット政策と，インター
ネットを媒介して発展している中国ネット民
族主義を含む世論と国民感情をどのように収
束して形成させていくかと一脈相通ずるもの
である34． 
 
Ⅴ．朝鮮半島と中国ネット民族主義 
 
最後に，韓国と北朝鮮に対する中国ネット
民族主義の感情と世論を形成させる核心的動
因は何かについて論じたい．中国のインター
ネットと中国の浮上及び中国民族主義に関す
る研究は，これまで段階的に行われてきた35．
ところが，中国ネット民族主義が形成された
全体的な背景とその眺望をマクロ的な次元で
扱った研究はまだ体系的に行われていないの
が事実である． 
中国の外交政策決定過程に関する分析を含
む一般国際関係を研究するとき，国家利益と
国民感情を厳密に区別しなければならないと
いう現実主義理論に立脚した主張がある36． 
一方，既存の国際関係理論では国家の威信と
国民感情などの重要な分析レベルを排除する
ことは，その重要性を考えると，非常に不適
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切だという構成主義理論に立脚した反論も提
起されている37． ウェントはドイツを構成す
るのは基本的にドイツ人自らの内部の言説だ
と主張している38．そのため，朝鮮半島にお
ける中国ネット民族主義の研究を通じて，も
う一つの重要な視野から中国内部の対内外政
策に対する認識と評価及び展望を導き出すこ
とができる． 
ポスト冷戦期中国の朝鮮半島政策は一つの
朝鮮政策から「一朝一韓」という並行戦略を
駆使して，北朝鮮とは政治的協力を強化し，
韓国とは経済的な交流を活性化する方向に進
んでいる．しかし，1990 年代後半以降，北朝
鮮の先軍主義路線追求によって経済難が深刻
になると，北朝鮮に対する中国の経済的関与
が増え続けることになり，朝鮮半島全体の中
国との経済交流が深化するとともにその政治
的影響力も強化されている．このような中国
の朝鮮半島全体への経済的，政治的影響力の
強化は，北朝鮮と韓国が中国を牽制するため
に米国に接近する傾向を誘導している39．こ
のような文脈で，2006 年の北朝鮮核危機や
2007 年の韓国保守政権誕生の動因を探るこ
とができる． 
 
[図-2] 中朝貿易総額，1993-2005 年 (百万 USD) 
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資料: 韓国統一省，KOTRA など   
 
本研究は，中国の『国際先駆導報』が中国
ネチズンに対して実施した周辺国に対する選
好調査をもとに，朝鮮半島における中国ネッ
ト民族主義の台頭とその変容過程を追跡し，
その戦略的な意味を究明して見た．中国は経
済的に浮上しているが，両岸関係という特殊
な現実の中で歪曲されやすい対外認識の構造
を持っており，朝鮮半島における過去の圧倒
的な記憶と近代の屈辱的な歴史そしてアメリ
カとの競争意識など，多層的なイメージを中
国ネチズンの朝鮮半島に関する反応を通じて
知ることができる． 
換言すると，中華文明の振興と中華主義の
再建を追求する中国民族主義の立場から，北
朝鮮はならずもの国家として，韓国は無礼な
国家として認識しながらも戦略的利益に応じ
て，バランスのとれたアプローチをしなけれ
ばならないという慎重論も内在していた．一
方，その裏面には社会主義革命によって天下
中心の過去と断絶され，再度，科学的社会主
義という修正主義路線を続けている中国の立
場で,北朝鮮は過去の毛沢東主義の郷愁を呼
び起こす大切な歴史の窓であり，儒教文化を
維持している韓国は中華文明の要諦を見るこ
とができる貴重な鏡として機能しているとい
える． 
つまり，経済的浮上と共に拡散している中
国のアイデンティティ喪失危機の中で，朝鮮
半島は中国の過去と未来を共に眺めることが
できる有益なテキストとして機能している点
に注目しなければならない．しかし，両岸関
係の特殊性によって，朝鮮半島における中国
の外交政策とネチズンの言説は，非常に大き
な不安定性を持っているという点を改めて強
調したい．結論として，朝鮮半島における中
国ネット民族主義は，過渡期を迎えている中
国のアイデンティティ喪失の不安感や民族自
尊心をよく見せてくれる事例であり，中国が
責任ある強大国になるためには，広く開いた
視野と認識を持つ必要があるという点を指摘
したい40．従って，中国ネット民族主義に対
する継続的な関心と綿密な研究が，今後も進
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められなければならない． 
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